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『親睦・研修・実践』 基本に立ち返り、素晴らしいロータリーライフを！
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東京福生ＲＣ 50周年
記念式典・祝賀会

フォレスト・イン昭和館

東京武蔵村山ＲＣの紹介 比留間孝司地区米山奨学委員長へ
基金贈呈

東京福生ＲＣ 石川 彌八郎 聖豊 実行委員長 挨拶

私はＲＣに入会したての時のロータリー感は、新入会員研修で意識が変
わりました。
人間の心には、善意とエゴの心があり、善意という心がエゴを覆い包ん
でくれると思います。
人間の親子の間は死別という別れを迎えますが、クラブの間の親子関係
は努力次第で永遠に保たれ、有難いものという思いを持ちました。
周年行事は寛容をわかち合い喜び合える式典にしたいと思います。

東京福生ＲＣ 田村 勝彦 会長挨拶

私ども東京福生ＲＣはスポンサークラブの東京青梅ＲＣそしてチャーター
メンバーの多大なるご尽力のお陰をもちまして、1968年11月に創立いた
しました。それから幾星霜を経て、無事に50周年を迎える運びとなりま
した。これもひとえに地域をはじめ多くのロータリアンの皆様からのご
支援と厚い友情の賜物と深く心より感謝いたしております。今後も、他
人の為に尽くす「我等の奉仕」(Service Above Self)の精神のもとメンバー
一同更に地域社会の為となる奉仕活動に邁進してまいる所存でございま
す。引き続き倍旧のご指導、ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上
げます。



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日 ◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
◎ 会 長 倉内 淳 ◎ 幹 事 比留間 一義 ○ 副会長 嶋田 哲男 ○ 副 幹 事 木内 敬三九
□ クラブ会報委員長 堀田 弘一郎 副委員長 見延 壽昭 委 員 野島 征 荒井 孝育 遠田 努 中澤 英雄

控室での演奏お気遣いありがとうございました。

【 記念講演 】水野 正人 様（職歴・ﾛｰﾀﾘｰ歴は式典ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ資料をご参照下さい）

令和元年に50周年を迎えること、おめでとうございます。和を持って尊しという一人ひ
とりが明日への希望と共にそれぞれの花を大きく咲かせられるということ併せておめで
とうございます。世界は今、自国中心主義の国が多くＲＣ創立時期も同じようだった。
20世紀の初頭、好景気により経済発展はしたが商業道徳の無い人が目立った。ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽは
異業種の4人で1905年2月23日ｼｶｺﾞＲＣが誕生した。奉仕団体は世界に数多くあるが、職
業奉仕としてるのはＲＣだけである。自分の生業を持って倫理感と職業道徳を持ち仕事
することによって得た利益の一部を奉仕する。奉仕は寄付財源と体を動かし汗を流して
奉仕することも大事である。奉仕するには、どうしても財源が必要です。それらを組織
的に実施するのがＲＣです。ｱﾄﾗﾝﾀで開催され、その後の国際大会で財団が出来た。私用
には使わず、組織的に年次基金の半分をその地区にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸしています。

Ｒ財団の実施している3つのこと
①ポリオ撲滅

残りパキスタンとバングラディッシュの2つの国まで減少させた。
主にＷＨＯと協力してワクチンの購入支援を実施

②平和フェロー
世界で50ケ所の紛争が起こっている。
ＲＣも平和に対して活動する人を育成している。

③補助金
各クラブが奉仕活動出来るように地区へフィードバックしている。

本日台湾からも姉妹クラブの皆様が遠い所からお越しですが、東日本大震災時に財団に10億円の寄付が集まりましたが、台湾の
皆様からは直ぐに6億円の寄付を頂きました。このご恩は忘れてはいけないと思います。

～オリンピック～
2つの意義があります。
①安全 安心 清潔 ②世界最高の技術を発信
大会を実施し何を残すか、1964年のオリンピックは新幹線を始めとする鉄道や高速道路等のインフラを残した。今回は有形と無
形とのレガシーを残す計画です。バリアフリーを重視した有形遺産をいかに全国に拡げていくか。もう一つは警備をどうするか。
最新式の防犯システムをどう構築し残すか。自然のエネルギーを有形遺産として残せるか。無形遺産としては日本の文化をどう
残せるか。みんなでもっともっと醸成していく必要があると思います。教育も子供たちの学力アップもと考えている。フィンラ
ンドの学力は、世界1ですが先生は全てを教えることはなく、生徒が自分達で調べて答えを見つける教育で、反して日本は教え
てもらったことしか判らない生徒が多い。オリンピックは国際交流のもっとも図れる機会です。日本人は島国で育っているせい
か世界の人たちの中に入るとコミュニケーションが不足します。ボランティアを含め、青少年の人たちには勇気を持ってもらい
積極的に交流しコミュニケーション能力をアップして欲しい。観光については2020年に2,000万人の海外から観光客を目標にし
ていたが、2018年度に3,000万人をオーバーした。2020年4,000万人に目標を修正し対応を図る。日本はまだまだ観光資源が多い
のでこれを機会に活用と発掘が必須。ニュービジネスも新しいレガシーとしていかなければならない。古い物はなくなり、新し
い物が残るがキーワードは今やっている物の組み合わせや古い物からの組み合わせで新しい仕事を開発していく、それでもレガ
シーを残せる。世界中が自国中心主義になってきているので今が考える時である。変化の激しい中でどう対応していくか「対応
する能力」が大事である。人任せにしないで自分が直ぐに対応する。責任者の大きな役割だと思います。「器」(ｷｬﾊﾟｼﾃｨ)の大き
さは大事です。世の中の変化の中でどう対応するか、これからの日本をどうするか考えていかなければならない時だと思います。
伸び伸び生きていく事が大切です。ＲＣも伸び伸びと活動することが大切です。

乾杯の御挨拶 藤野 豊 ガバナー補佐

充実した1日を送らせて頂いています。
福生ＲＣの歴史の１ページに皆様触れ
てみて下さい。
本日はおめでとうございます。

「希望の風」に貢献しました！№1

事務局の皆様と一緒に♪ 國際扶輪3510地区鳳山RCの皆様とご一緒に

「希望の風」に貢献しました！№2

「鏡開き」で景気よく！！
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庄野 真代 スペシャルライブショー♬
盛り上りました！

手に手つないで♬

石川実行委員長ご夫婦と

事務局の皆様も盛り上げました！ 木下会員 福生ＲＣチャーターメンバー
50周年おめでとうございます！
加藤勇会員、お誕生日おめでとうございます！


